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活動テーマ
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建設現場における資機材の管理方法について
超高層ビル等の建築現場では、何階のどこに資機材があるのかわからない!
資機材とは、

パイプ台車

高所作業車

立馬（作業台） メッシュパレット

送風機 掃除機

■仮設資材

■仮設機械

現場の規模によるが、
パイプ台車は1,000台
以上の規模で使用され
るケースがある。

高所作業車は、高層ビルの
現場では、300台～500台
規模で使用される。
実際には動いていない機械
が多く、稼働率の悪さが問
題となっている。

※屋内での位置把握が課題!



屋内測位技術の調査
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多くの種類が登場しているが、それぞれ強みと弱みがあり、組み合わせで精度向上。
しかし、日々状況の変わる建設現場での安価な資機材への適用は難しい。

→ ×費用対効果



容易に資機材の仮置き場所を特定する方法はないか?
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・資機材を揚重する工事用エレベーターによる、各階での出し入れで管理できないか?

工事用エレベーター

エレベーターの各階扉
※例えば、
エレベーターのカゴ内にRFIDアンテナを取付け
資機材に貼り付けたRFIDタグを読み取り、階数と
紐付けすることによって、何階に資機材があるかを
把握する方法。→ただし平面位置把握はNG

・【WG07案】RFIDによる階数把握、⾧距離BLEルーターによる位置把握

2019.9.26（木）
㈱大林組東日本ロボティクス
センターにて、
WG07メンバーの工事用エレ
ベーター見学会を実施。



RFIDアンテナとRFIDタグの相性確認
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2020.1.23（木）大林組東日本ロボティクスセンターで実施

アンテナ・タグの取付状況 読み取り検証状況



RFIDアンテナ

フロアータグ

<確認事項>
・エレベーターケージ内部にRFIDアンテナを2箇所取付ける。

ケージ内にRFIDタグを取付けた資機材を載せ、正しく判別できるか?
・各階の外扉にフロアータグを取付ける。

階数把握ができるか?

【エレベーターケージ内部】

RFIDアンテナ

RFIDアンテナ
フロアータグ

■RFIDアンテナとフロアータグの取り付け
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・RFIDリーダー（PSRWHU-9000）
⇒100V電源必要

・RFIDアンテナ
⇒リーダーとアンテナ間は専用ケーブルで繋ぐ

電源不要

240㎜

240㎜

・RFIDタグ（各10個）
⇒それぞれマスキングテープで管理資材へ取付け。

・RFIDハンディ（1台）

タグサイズ:
約23×55×5.3 mm

タグサイズ:
約51.5x47.5x10mm

■使用デバイス



■検証

RFIDアンテナ

パイプ台車
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■検証結果

エレベータケージ

※電波強度による読み取り確認

電波強度 パイプ台車の読み取り ケージ外への影響 ケージ内外の認識
30dBm 全台読み取り可 電波漏れがかなり多い 外部の誤認識、可能性が非常に高い
29dBm 全台読み取り可 電波漏れ多い 外部の誤認識、可能性が非常に高い
28dBm 全台読み取り可 電波漏れ若干あり 外部の誤認識、可能性が若干高い
27dBm 全台読み取り可 電波漏れほぼなし 内外部共、誤認識の可能性が低い
24dBm 全台読み取り漏れ 電波漏れなし 内部の誤認識、可能性が非常に高い



検証結果のまとめ
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【結果】
✔エレベータケージ内部に取り付けたRFIDアンテナにより、エレベータ内部に積み込まれた
建築資材の読取りは可能。ただし電波強度の調整と確認は必要。

✔エレベータのケージ扉が閉まった状態で、エレベータの外部に置かれた建築資材の読み取り
反応（誤認識）が無いことを確認した。ただし電波強度の調整と確認は必要。

✔エレベータ停止後、エレベータ扉を開けたタイミングでフロアタグの読取りができることの確認ができた。
⇒エレベータのケージ扉が閉じた状態では読み取らない。

【結論】
建築現場における各階の資機材管理の方法として、RFID技術の採用は有効と考えられる。
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